
【Ｌａｃｒｉｓ１０ 】
植物性乳酸菌養鶏編

株式会社 丸に

「Ｌacris10」植物性乳酸菌を添加する事によ
り足首が丈夫で健康に成ります。
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乳酸菌とは
乳酸菌とは糖類を食べて、
乳酸を出す細菌の総称です。

乳酸菌の出す乳酸は、生物の腸内で有害な菌や雑菌を抑える働きを
しています。生きて腸まで届いた乳酸菌は腸の中で「悪玉菌」を減ら
し、仲間「善玉菌」を増やす事が出来ます。途中で死滅した菌は、「
善玉菌」の増殖に関わる事が出来ませんが、死骸（菌体成分）が腸
内で免疫力を高め、腸の運動を活発にしたり、有害物質を吸着し、体
外に排出する等、整腸作用を促す働きをします。



【Ｌａｃｒｉｓ10 】
養鶏とは鶏を飼育し、安全、安心を

養鶏は大きく鶏卵と鶏肉と二つに分けられますが、１ツの養鶏場で両方共、同一の場所
で飼育はされていません。

☆ 疫病及び鶏の持つ独特の病気が感染を防ぐ狙いが有ります。
☆ 特にインフルエンザに成れば全て焼却又は埋立処分に成り全てを失います。
☆ 営業上の問題も有りますが信用が落ち経営の存続が難しく成ります。

現在の養鶏施設は
☆ 昔は離し飼いが殆どでしたが今は経営の効率化に迫られ近代化されています。
☆ 鶏舎内は殆ど隙間なく３～４段にして飼料、水、卵、鶏糞と全て自動化してます。
☆ 特に伝染病の防止の為に外部との接触は殆どされない様に建設しています。
☆ 問題は中での空気感染ですが設備によっては行き届いて無い所も有ります。
☆ ケージ飼いが殆ど身動きが難しいのでストレスが溜まり病気が誘発します。
☆ 換気溝には外部の侵入を防ぐためにネットを張ってますが自然の力には勝て無い。

【以上の事を解決してくれるのがＬacris10】
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☆ 企業体の有り方
①食の安心、安全で自然環境に優しく耐性菌を作らず、将来に希望の持てる環境作りに
「Ｌacris10」は貢献出来る物と確信しております。

☆ 客観性、主観性
①２１世紀の中国に置ける農業改革を目指し、更に畜産改革を目標に貢献致します。
②畜産改革とは畜産家が病気に成らない健康で、食の安心、安全が保たれる事を目指しま
す。

③飼料「抗生物質」の乱用が挙げられます、初期段階では効果を上げますが蔓延化して病
気の温床と成ります。

④家畜だけでなく食べる事により人体にも影響し特に人間は今までに余り無い病気に成り
ます。

⑤人体に入り込み善玉菌が減少し免疫力が無く成り、特に癌、腸、内臓疾患、アレルギー
等の関連の有る病に成り易いです。

⑥腸の免疫力を高め善玉菌の養成をし抗生物質を除去します。
⑦肉が人体に入る時には抗生物質の無い肉が美味しく頂けます。
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【Ｌａｃｒｉｓ10 】
養鶏業に於いての企業の有り方



【Ｌａｃｒｉｓ10 】
使用方法・使用上の注意・禁止事項
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対象鶏種及び試用期間
☆ 鶏肉は雛から５０日齢迄使用します。但し鶏卵が有る時は乳酸菌を投与して下さい
☆ 鶏卵は雛から全日齢使用出来ます。
☆ 特に経産鶏は通常の産卵期間よりも５０％位長く卵を産みます

☆ 飼料に対して抗生物質・化学薬品は極力使用しないで下さい。（人体の体内に残り悪影響を及ぼす事が
有ります）

☆ 開封後は水分に十分注意を払う事、水分を含むと乳酸菌が自然発酵します。
☆ 保存期間は製造日から約３年です、通常は冷温で暗室が良い。（保存状態が良ければ５年位は持ちます）

配合飼料に添加する場合は（雛の段階から乳酸菌を与えて下さい）
☆ 配合飼料１０００ｋｇに対して２００ｇ～３００ｇを水温２０～３０°位の温度で攪拌を充分して
約２時間放置してから配合添加飼料として飼料と混ぜ合わせてご使用下さい。（攪拌した
液の中を通過又はジャブ漬けをさした方が全面的付着しますので効果抜群です、乾燥して
もLacris１０は生きています。）

飲み水に添加する場合は（雛の段階から乳酸菌を与えて下さい）
☆ 飲料水１０００Ｌに対して１００ｇ～２５０ｇを使用
☆ 温度は２０℃～３０℃少し暖かめが溶けやすい、撹拌は十分にして下さい。
☆ 取水タンク（貯水タンク）にてLacris１０液を注入しますと（飲料水、噴霧、清掃等に使用する事に
より鶏舎全体が抗体免疫反応が起こり常に健康、美味い、抗生物質の無い肉、死亡率の削減、病気の無い
鶏に変化をして行きます。結果的には高く販売、ロス率の低減により高利益を得られます）

☆ 平均１日に500ｍＬ前後の水を飲みます。（ペットボトル１本分）
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【Ｌａｃｒｉｓ10 】
豚・鶏・牛用混合飼料

【Ｌａｃｒｉｓ10 】
（Ｌａｃｒｉｓ10 ）有胞子性乳酸菌・バチルスコアグランスを使用した混合飼料です。添加配合することで、
健康な家畜の育成を促します。

（植物性乳酸菌は添加配合飼料です。大豆粉末（全糖質）添加飼料として使用する事により下記６
項目の事は実現致します。

１：Ｌａｃｒｉｓ10は胞子の形で製剤化されているので、保存性に優れている。
２：９０°３０分の加熱処理にも殆ど死滅する事が無いのでペット飼料にも

利用出来ます。
３：耐酸性に優れて、胃酸の刺激で醗酵します。
４：腸管内での増殖及び定着性に優れています。
５：飼料中の各種抗菌剤の影響を受けにくい事が報告されています。
６：大腸菌、サルモネラ菌、クロストリジウム菌等の増殖を抑制し

た試験結果が報告されています。

乳酸菌の特徴
他の乳酸菌と此処が違う６つのポイント



【ＬＡＣＲＩＳ10 】
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発育促進とその生物的作用

（２）４週令～６週令迄の発育促進効果
先ほどの試験同様に、４週令の白レグ種雄ヒナ１５羽を１群として５群を設し試験区には飼料
用Ｌａｃｒｉｓ10、６０ を０，００１、０，００５、０，０１、０，０５％の割合で含有する飼料を、それぞれ
６週令まで給与し、此の間の体重変化と飼料摂取量を測定した。

試験成績は、下記表に示す通りで有り、４週令～６週令に迄の幼雛期に於いても
Ｌａｃｒｉｓ10の発育促進効果が見られた。
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【Ｌａｃｒｉｓ10】
公的検査資料

もも肉に対して薬物検査の結果坑性物質、サ
ルフア剤、ニューキノロン系等の薬物は検出
され無いと証明されました。

もも肉、むね肉、ささみの肉に対して細菌汚染調査（黄色ブ
ドウ菌、サルモネラ菌、Ｏ１５７菌、キャンピロバクター菌等は
異常は見られ無いと証明されました
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【Ｌａｃｒｉｓ10 】
公的検査資料

鶏ムネ肉に対して冷凍から解凍した時、
１００ｇ中遊離アミノ酸組成検査の結果旨味
成分は確保している事を証明されました。

鶏ムネ肉に対して旨味成分を（組成検査）
をした結果旨味成分は確保している事を
証明されました。
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足足首の丈夫な体の成長

飛び跳ねて遊んでいます。楽しそうです

開放的で明るいですが密集でも元気

臭気が無く成りストレスが無いです。

【Ｌａｃｒｉｓ10 】
使用した時の鶏舎内風景

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%95%E3%82%A1%E3%82%A4%E3%83%AB:Industrial-Chicken-Coop.JPG


12

【Ｌａｃｒｉｓ10 】
鶏糞の有効利用（堆肥）

鶏糞は、有効な 《堆肥》 となります。
【Ｌａｃｒｉｓ10 】
植物性乳酸菌を食した鶏の糞は、乳酸菌の働きにより鶏糞特有の悪臭が減少し、細菌類も
死滅しているので、安全な肥料、飼料となります。
さらに、植物性乳酸菌は生きたまま排泄され、堆肥として使用すると、畑に「土壌菌」として定
住し、野菜類に含浸され、美味しくて元気な野菜を成育させます。

植物性乳酸菌を使った鶏の糞を肥料と
して使用した『ネギ』
根が白く長く、元気に生育します。



【ＬＡＣＲＩＳ10 】
乳酸菌に求められる条件
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宿主に対して毒
性が無く大量投
与が可能

Ｌａｃｒｉｓ10 

腸内で定着し腸
内で異常増殖し
た菌に対して拮
抗的に作用

腸内菌叢のバランスを回
復し生体腸内常在菌との
自己調整能力によって腸
内菌叢が正常化された
後は速やかに対外に排

除される

胃や十二指腸で
死滅せず、十分な
菌量が作用部位
に容易に到達する



【Ｌａｃｒｉｓ10 】
使用した時の効果効能-1

☆ 病気の予防【病死の減小３～５％以下に以前と比べて大きく減少】
☆ 世界的に問題視されている抗生物質の投与を無くす事。【出来ます、安心・安全】
☆ 消費者が安心出来る豚肉の提供が可能で有る。【信用に繋がる、商売繁盛】
☆ 植物性乳酸菌の働きにより肉質の改善に成る。【甘くて柔らかくて美味しい】
☆ 美味しくて高付加価値の商品が出来る【販売価格の上昇は利益拡大】
☆ 排便、排尿による臭気が減退【ストレスの解消は元気に成る】
☆ 周囲の汚染水の改善に繋がる【悪臭及び汚水質改善】
☆ 出荷日が早く成り生産効率「回転率」が良くなる【利益拡大＝稼働率に繋がる】

植物性乳酸菌は腸の免疫性を高め体内への吸収力を高め、悪玉菌を一定の量迄削
減します。そして善玉菌を活性化出来る環境を整えます。

その結果、体に良い栄養分を際限なく吸収して通常の健康体以上の体力を保ち結果
的には人間にとっては実に良くて食の安心、安全が保たれ美味しい食材として呉れま
す。
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胞子形成能力-１
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胞子 栄養細胞

【Ｌａｃｒｉｓ10 】



胞子形成能力-2
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外部環境に対して非常に
強い耐性を持っています。

【Ｌａｃｒｉｓ10 ＆】

Ｌａｃｒｉｓ10 植物性乳酸菌 有胞子



耐酸性性能
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人口胃液（ｐｈ１，２）にて処理

１０の８乗（８０億個） 100,000,000

生菌
数個
/ml

１０の７乗（7億個） 10,000,000
1,000,000

１０の５乗 100,000
10,000

１０の3乗 1,000
100
10
1

０ １５ ３０

0 15分 ３０ 分 ６０分
今での乳酸菌は殆どが 処理時間（分）

胃酸で死滅しますが、
特に植物性乳酸菌は酸
に強いのが特徴です。 Ｂ：ＣＯＡＧＵＬＡＮＳ Ｌ：ＡＣＩＤＯＰＨＩＬＵＳ
何故なら、自然環境
から生まれた乳酸菌
だからです。

Ｓ：ＦＡＥＣＡＬＩＳ Ｂ：ＢＩＦｉＤＵＭ

胃酸、胆汁酸で死滅する
事無く腸管への到達率が
非常に高い。

【Ｌａｃｒｉｓ10 】



耐熱性性能
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10の７乗

１０の５乗

１０の３乗

10

0

０ １分 ２分 ５分 １０分 ３０分

片対数グラフ 処理時間

６５°Ｃ 75°Ｃ ８０°Ｃ 85°Ｃ 90°Ｃ 95° １００°Ｃ

９０°Ｃ以下では高い生存率を示しています。

【Ｌａｃｒｉｓ10 】



耐塩性性能
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開始 １ケ月後（３７°Ｃ）

グラフで解る通り実験開始（３７°Ｃ）１ケ月後の状
態でも２０％程度の落ち込みを保っています。
塩分にも強いとの結果を残しています。

【Ｌａｃｒｉｓ10 】
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【Ｌａｃｒｉｓ10 ＆】

飼料へのＬａｃｒｉｓ10＆ＨＢα１０の添加量

１９
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【Ｌａｃｒｉｓ10 】

飼料へのＬａｃｒｉｓ10の添加量

２０
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【Ｌａｃｒｉｓ10 】

２１
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【Ｌａｃｒｉｓ10 】

２２

雛～８週令
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【Ｌａｃｒｉｓ10 】

Ｌａｃｒｉｓ10 添加飼料投与開始

ネズミチフス菌投与

２３

ネズミチフス菌投与量添加の有無
糞便中のネズミチフス菌数
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原材料名：バチルスコアグランス（有胞子性乳酸菌「ラクリス」、乳糖、でんぷん

添加量：豚用飼料に対し、０．５％添加して給与
牛用飼料に対し、０．３％添加して給与
鶏用飼料に対し、０．２～０．５％添加して給与

試験データ

【Ｌａｃｒｉｓ10 】

２４



26

謝謝

http://www.google.co.jp/url?sa=i&source=images&cd=&cad=rja&docid=uAml82ZpgQ37nM&tbnid=9KpyBIo8nb-QLM:&ved=0CAgQjRwwAA&url=http://www.sapporo-kouiki.net/food1/2010/07/post-7.html&ei=OlWEUeqWGYiwiAfm1oGoAg&psig=AFQjCNFbX1nOP5k6q9oU20sRvJ-5QYVxYQ&ust=1367713466440598
http://www.allposters.co.jp/-sp/Freisian-Cows-Oxfordshire-UK-Posters_i3547150_.htm

